
団体名： 飛島村商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 103.4 ％） （達成度 110.0 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 93.9 ％） Ａ Ａ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 79.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 80.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 128.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 111.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

施策活用を促すた
め、資料の作成に
加え、ホームペー
ジ・村広報などを
活用し、周知を積
極的に行う。

○

目標
数値

9
実績
数値

10
目標
数値

指標

施策普及資料などを活用し
た広報活動により、経営力
向上計画や先端設備導入計
画の認定に結びついた。
また、商工会活動や商工業
施策などの情報発信によ
り、経営情報の取得・経営
力向上にも役立った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

小規模事業者に対する施策に反
映するため、地域経済・消費者
動向などの調査事業を実施。ま
た、関係施策等の利用を促進す
るため、施策普及資料・HPを活
用し、制度の周知を行い、経営
力の向上につなげ、商工業の活
性化に寄与する。

広報カレンダー250部、県産業労働ガ
イドブック25部、小規模企業のみな
さまに260部、商工会ＰＲパンフレッ
ト5部、施策普及ポスター3種　6枚、
金融の手引き100部、商工会融資のご
案内500部、労働基準法改正のポイン
ト50部、地域住民の外食実態を把握
し、需要動向を探るため「飲食店の
利用に関するアンケート調査」を
行った。

商工業者等
（小規模事業
者の情報取得
等に役立つ）

指標

施策普及資料の種類

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

飛島村観光交流協
会とも連携を図り
ながら事業を実施
する。

○

目標
数値

45
実績
数値

45
目標
数値

指標

地元特産品、商店のＰＲを
行うことで、知名度アップ
が図れた。また、商工会の
ＰＲにもなり地域産業の活
性化につながった。会員交
流会は情報交換の良い機会
となり企業の経営基盤の強
化に繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業活性化事業

行政・村民が一体となり、地
域資源の有効活用を考え、特
産品の開発普及・ＰＲなどを
行い、産業活性化を図る。ま
た、地域活性化に向けた事業
に取り組み、地域商工業の発
展に寄与する。

特産品（飛島村せんべい）の販売・
ＰＲを行い、海部地区ｉｎセントレ
ア（8/30）にて販売。
会員交流会（2/7）の開催
飛島村産直部会に参加・協力し、総
会・会議に出席、産直市（ふれあい
の郷・敬老センター）への出品を
行った。
豊根村との交流事業として夏まつり
会場にて特産品を販売。とびしマル
シェに出店協力（１5店）

農・商・工業
者・村内在住
者（小規模事
業者の意見交
換につなが

る）

指標

各種事業への参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来年度も村補助金
により、商品券
（総額1,100万
円、プレミアム率
10％）を発行す
る。街路灯の維持
管理に努める。

○

目標
数値

95
実績
数値

122
目標
数値

指標

プレミアム付共通商品券
及びすこやか商品券の発
行により、消費者需要を
喚起、個店の売上アッ
プ、商業の活性化につな
がった。
街路灯の維持管理によ
り、魅力ある商業環境づ
くり、防犯にも役立つこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

商店街・街づくり
事業

消費生活の多様化、近隣市町
への購買力流出など商業者が
抱える問題の解決のため共通
商品券の発行、発展会への支
援などを通じ、地元商業者の
活性化を図り、地域振興、街
づくりに寄与することを目的
とする。

共通商品券の発行(9月　総額　1,100
万円　プレミアム10％　参加店56
店）
すこやか生活奨励事業（村事業）を
受託し、すこやか商品券の発行（9月
発行　総額1,084万円　参加店56店）
ごみ袋販売の事務委託を受け、取
扱った。取扱店21店 1,928箱を販売
街路灯の移設・維持管理及び電灯料
の補助（104基）
行政ポイント発行事業の請求事務な
どを実施。（毎月　18店　151件）と
びしまタウンガイドの作成・発行
（1,800部）

村内在住・在
勤者（地元商
業者、主に小
規模事業者の
活性化に役立

つ）

指標

参加企業数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

行政及び関係団体
との連携を一層強
め、創意工夫によ
り更なる活性化を
目指す。

目標
数値

1,500
実績
数値

1,500
目標
数値

来場者数
指標

地域住民に商工会の存在
をアピールする場とな
り、今後の地域振興を行
う基礎づくりができた。

総
合
評
価

Ａ
実績
数値

祭典事業

村などが主催するお祭りに共催、そ
の集客力を活かし、地域産業（地域
資源）のＰＲ機会とし、地域の活性
化を図るとともに、商工業者の発展
に寄与する。

とびしま夏まつり（平成30年８月４
日開催）にてお楽しみ抽選会（特等
～４等；75本　特別賞10本）を企
画・運営。串カツ・とうもろこしな
どのバザーを実施し、会場を盛り上
げた。

村内在住・在勤
者（小規模事業
者へ商工会の存
在のＰＲにな

る）

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

後継者・地域の
リーダーとしての
資質向上を図るた
めの事業を実施す
る。参加者を増や
せるように、内容
を検討すると共
に、周知方法等の
多様化を図る。

目標
数値

10
実績
数値

8
目標
数値

70%

指標

セミナー受講者の満足度

事業承継への機運が高ま
るとともに、承継後にな
すべきことがはっきりと
イメージできた。講習会
を通じて若手後継者とし
ての資質の向上につなが
り、事業所の振興・発展
にもつながった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100%

若手後継者等育成
事業

中小企業の経営者の高齢化が進む
中、事業承継は大きな問題となって
いる。事業承継問題は短期間で解決
できるものではなく、後継者教育、
経営体制の整備、計画的な経営権の
委譲など長期的に取り組む必要があ
る。そこで、後継者に自覚を促すと
ともに、自社の歴史や現社長の志を
受け継ぎながらも近代的な経営への
変革を遂げた事例を学び事業承継へ
の機運を高め、計画的な継承の啓蒙
を図る。
また、地域の小規模事業者の指導者
となる人材育成のため、青年部・女
性部全国大会等に参加する。

・事業承継セミナーの開催
開催日：9月20日
テーマ：「継いでよかった」
と思う後継者になるための、
たったひとつの考え方
講師：中山商事(株)　代表取
締役　中山裕一朗　氏
受講者数：8名　満足度：
100%

　

小規模事業者

指標

セミナー参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

集団講習会の共同
開催の減少により
目標を下げるが、
タイムリーなテー
マやニーズにあっ
た講習会を開催
し、小規模事業者
の課題解決に役立
たせる。

○

目標
数値

185
実績
数値

147
目標
数値

指標

専門家による個別相談
（税務・金融）により事
業者の抱える問題を解決
することができた。ま
た、各種講演会により事
業者の意識改革、経営の
ヒントにもなり、事業者
の資質向上、円滑な事業
運営にもつながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

講習会事業

高度化・多様化する経営環境
に対応するため、小規模事業
者にとって必要な金融・税務
等の知識の習得や経営計画作
成セミナーを開催し、小規模
事業者の課題解決をを図り、
事業者の資質向上と円滑なる
事業運営に資することを目的
とする。

飲食業者・理容業者を対象とした業
種別講習会：2回、参加者数延25名
消費税軽減税率対策セミナーの共同
開催：3回、参加者数延16名
その他商工業者に関する経営等の集
団講習会：5回、参加者数延59名（う
ち5回　海部南部地区商工会での共同
開催　1回　海部支部での共同開催）
税務相談を中心とした個別講習会9
回、参加者数延47名

小規模事業者

指標

講習会参加延人数

廃業により記帳機械
化事業所数が減少す
るため、積極的な勧
誘を図る。 ○

目標
数値

27
実績
数値

27
目標
数値

330
実績
数値

記帳指導延回数 記帳継続指導により青色申
告制度の特典や税制改正に
伴う記帳指導により申告の
適正化が図れた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果310

記帳継続指導

個人事業主を対象に、正しい記帳方
法と税務知識の周知徹底を図り、決
算・確定申告の指導を行うととも
に、計数に基づく自主記帳の促進を
図り、経営力の向上に結びつける。

・指導対象事業者数　27件
・指導延日数    139日
・指導延回数　  310件

小規模事業者

指標
記帳機械化事業所数

指標

目標
数値

500
実績
数値

517
目標
数値

10

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

補助金申請にかか
る事業計画策定な
ど専門的・高度な
相談が増加してき
ており、件数より
も指導内容に重点
を置いた支援を行
う。

○
巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤が脆弱な小規模零細企業を
中心に、職員が直接事業所を訪問
し、国・県の施策普及を図るととも
に、金融・税務・労務等経営全般の
相談について応じ、経営基盤の強化
を図り、健全な企業を育成すること
を目的とする。また、経営発達支援
計画に基づき、経営分析・経営計画
策定・経営革新等への積極的支援を
行い、地域経済の安定的発展を目指
す。

・巡回相談　延件数　　211件
　　　　　 実企業数　 89社
・窓口相談　延件数　　306件
　　　　　 実企業数　101社
・課題解決提案件数　　　11件
・経営革新計画承認数　　4件
・経営力向上計画認定数　1件
・先端設備等導入計画認定数
2件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
伴走型の支援を行うことで
小規模事業者の持続的発展
につながり、経営革新計画
の承認や事業承継補助金の
活用などができた。
　また、専門家派遣事業を
活用した専門的・高度な相
談指導により、職員の資質
向上にもつながった。

実績
数値

11

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 飛島村商工会

得られた効果 備考

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 95.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 117.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 90.0 ％） （達成度 91.1 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 172.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 93.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 92.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 127.1 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き、地域経済
の活性化に資するた
め、中小規模事業者
で構成する諸団体の
事業について助言・
支援活動を積極的に
行う。

目標
数値

70
実績
数値

89
目標
数値

指標

各種団体の事業運営の活
動をサポートすることに
より事業内容の充実及び
会員企業の体質改善と地
域活性化を図ることがで
きた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体事業

各種団体の活動をサポート
し、事業運営に協力すること
により、地域社会への貢献や
発展の一役を担い、ひいては
商工業の活性化に資すること
を目的とする。

建設業組合（一人親方労災保険事務
手続等）60名、飛島村災害協力会
（村主催の防災訓練での非常用物
資・飲料水の搬送、カーブミラーの
点検・清掃、家具等転倒防止器具取
付事業への参加・協力）24名、酒組
合等（事務代行など）5名の事業運営
に協力、参加した。

たばこ組合・酒
組合・飛島建設
業組合・飛島村
災害協力会（小
規模事業者の発
展・活性化につ

ながる）

指標
各種団体の構成員数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き事業活動を
サポートし、商工業
活性化を図る。企業
ニーズに沿った事業
を推進し、より多く
の企業が参加できる
ように努める。

目標
数値

50
実績
数値

46
目標
数値

事業への参加実企業数
指標

事業の開催回数 地域の商工業者が加入す
る法人会・青申会の事業
支援と運営協力を通じ
て、正しい税務知識の取
得と納税意識の向上によ
り、健全な企業育成につ
ながった。

総
合
評
価

Ａ

20
実績
数値

25

青色申告会・法人
会事業

青色申告会、法人会等税務支
援団体の活動をサポートし、
事業運営に協力することによ
り、地域社会への貢献や発展
の一役を担い、ひいては商工
業の活性化に資することを目
的とする。

青色申告会：総会、役員会、記帳指
導会、視察研修会、体育祭バザーな
ど13回、延115名、実企業数30社が参
加
法人会：総会、役員会、異業種交流
会、視察研修会、つり大会、体育祭
バザー、ねんぐ村出店など12回、延
94名、実企業数16社が参加

青色申告会
員・法人会員
（小規模事業
者の発展・活
性化につなが

る）

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き事務組合を設
置運営し、事業主の事
務負担軽減を図る。廃
業により、委託事業場
が減少するため未手続
事業場を中心に労働保
険制度を周知し、委託
勧奨に努める。

目標
数値

44
実績
数値

41
目標
数値

指標

労働保険の事務処理の軽
減並びに労働保険給付や
労災保険への特別加入な
ど安心して事業を行える
ための支援ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主の委託を受けて、労働保険の
煩わしい手続きを代行する事務組合
を設置運営することにより、事業主
の事務負担の軽減を図るとともに、
労働保険の適用促進及び労働保険料
の適正な申告納付を図ることを目的
とする。

事務委託を受け、41事業所の雇用保
険資格取得・喪失、労災保険の給付
手続き等事務処理88件を行った。労
働保険の適用促進と事業主の事務負
担軽減を図り、適正な労働保険料の
徴収指導を行った。

労働保険適用
事業者（小規
模事業者の企
業力アップに

役立つ）

指標
委託事業場数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

自己財源の確保、
企業経営の安定の
ためにも引き続き
実施する。多くの
事業所が利用でき
るよう工夫を図
る。目標

数値
50

実績
数値

86
目標
数値

指標

共済事業については、小規
模事業者の万が一に備えた
保障としての役割が果たせ
た。また、従業員の福利厚
生の充実・健康維持によ
り、事業所の健全な経営
と、雇用の安定・発展に資
することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

中小企業、とりわけ小規模事
業者の雇用の安定を図るた
め、各種共済制度の普及や従
業員の福利厚生を支援するこ
とにより、健全な企業の育成
に資することを目的とする。

小規模企業共済（44件）倒産防止共
済（7件）中退共（2件）特定退職金
共済（28名）中小企業共済（125名）
その他共済制度（67名）の普及推進
に努めた。
コロナ優待券（14枚）販売、長島リ
ゾート入場補助（680名）、雇用安定
のための集団健康診断（20名）を実
施し、小規模事業者（実86事業所）
の福利厚生を支援した。

小規模事業者

指標

福利厚生利用実企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営力向上につな
がるアイデアやヒ
ントを得る機会と
なるよう、実務に
活かせる研修・講
習会事業を充実さ
せる。

目標
数値

30
実績
数値

27
目標
数値

90

指標

事業参加実企業数

各業種における経営課題
に対し、適切な解決が図
られたほか、会員相互の
交流によるネットワーク
づくりが図れた。特に食
品取扱事業者にとっては
検便・セミナーを通じ、
衛生管理の充実にもつな
がった。また、各部会と
もに体育祭バザーなどを
通じ、地域社会に貢献す
ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

82

部会・委員会事業

会員を商業・工業等業種別に
分け、各業界の発展のための
情報交換や各種事業を行うこ
とにより会員間の親睦を図
り、参加企業の発展に繋げ、
地域振興やまちづくりにも寄
与する。

商業部：総会、役員会、会員研
修会、体育祭バザーなど5回、延
87名、30事業者が参加
工業部：総会、役員会、異業種
懇談会、会員研修会、体育祭バ
ザーなど10回、延113名、24事業
者が参加
食品衛生部：総会、役員会、食
品衛生セミナー、自主検査、ふ
きとり検査、検便（春・秋）、
体育祭バザーなど12回、延144
名、28事業者が参加

商工会員

指標

事業の開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域活性化には
若手後継者や女性
の力が不可欠であ
る。円滑な事業承
継を指導すると共
に、今後も資質の
向上や組織強化の
ため充実した事業
を推進していく。

目標
数値

40
実績
数値

47
目標
数値

指標

各種事業の企画・運営を
通じ経営者としての資質
向上が図れるとともに、
活動を通じて青年部・女
性部のＰＲにつながり、
商工会の事業運営が円滑
に行えた。また、部員間
の交流や社会福祉活動に
よって、地域社会の発展
に寄与することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青年部・女性部事
業

地域の担い手である青年部・
女性部員間の交流や社会福祉
活動を通じ、地域貢献を図り
地域との関わりを持つことに
より、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

青年部
　総会をはじめ、部員間交流事業、
チャリティーゴルフ、夏まつり・体
育祭バザー、社会福祉活動としても
ちつき体験・試食など15回、延170
名、参加実人数26名
　県青連主催研修、主張発表愛知県
大会、海部支部講演会など15回、延
42名が参加
女性部
　総会はじめ、夏まつり・体育祭バ
ザー、会員研修会、講習会、文化祭
出品など11回、延118名、参加実人数
21名
　県女性連主催研修、海部支部研
修・講演会など13回、延30名、その
他全国大会、中部ブロック研修会、
県女連理事会にも参加した。

青年部・女性
部員

指標

事業参加実人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各種検定事業に引き
続き取り組み、海部
商工会選抜珠算競技
大会に参加する。ま
た、他団体と連携し
ながら小規模事業者
の人材確保をサポー
トする。目標

数値
60

実績
数値

57
目標
数値

指標

珠算能力の向上と将来の
地域を担う青少年の人間
形成と商工会のＰＲが図
れ、地域と一体化した円
滑な事業活動の促進につ
ながった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

小規模事業者にとっては自社のみで
は人材確保が困難であり、事業の存
続にかかわる重大な問題である。そ
のため、地域の雇用促進と人材確保
を図るため事業者の求人を支援す
る。珠算の振興と人材育成を目指
し、全国連と県連合会主催の珠算検
定事業を実施する。また、海部商工
会選抜珠算競技大会の参加により、
珠算能力の向上に役立てる。

珠算教室の検定試験を商工会
が取りまとめ、4回（6/17・
9/16・11/18・2/17）実施、
延57名が受験した。
また、海部商工会選抜珠算競
技大会（12/1）開催、飛島村
からは7名が参加した。

小規模事業者
児童・生徒

（珠算能力向
上を目指すこ
とにより小規
模事業者に有

効）

指標

検定受験者数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


